
ツルツル及びタンパノリとそれに類似の

紅藻類の雄性生殖器官についてー

田沢 伸 雄マー:日

N. TAZAWA: On the male r巴procluctiveorgans of Grateloutia 
tu.ruturu YAM.， Gratelouρia elliJ>tica HOLM.， ancl 
a few recl algae being similar to th巴m

ツノレツノレ， タジパノリ ， ブダラク， アカハダはムカデノ リ科 (Grate-

loupiaceael 1ζ属し， 外形はもとより内部構造(ζ於いてもよく類似している。

従来，ツノレツノレとタシパノリは Graleloupia属lζ，ブダラクは Aeodes属IC，

アカハダは Pachymel1ia属に入れられていたが， 111田幸男教授は 1952年

10月，日本植物学会大会K於ける特別措泌で，タシパノリ ，ブダラク，アカ

ハダの3麗を一鮮として PachY111eniopsisなるおi腐を設定すべきであると発

表され， 以後， 川端消策教授 (北海道学芸大学)は，乙れらの体の構造，雌

性生殖器官等について研究され，本誌にもしばしば発表されているが，tJt性

生殖部官については不明なまま今日に至っている。筆者は.上記の 4極につ

いて却性体を得る乙とができ，乙れらの主IH1生殖器官の構造及び発達過程を

観祭したので，乙乙にその結果を報告する。

誌に，乙の研究をなすに当り，終始創l懇篤なる御指導を賜わった，ld、印li山

間幸男教授に謹んで感謝の立を表する。また研究材料の蒐集にお力添えをい

ただいた川嶋/1日二，辻1J;J:昭両氏lζ深謝する。

1. ツノレツノレ (Gratelouρiaturuturu YAM.) 

:HI性体はtH[性体及び凶分胞子体lζ比べて休の色は少し淡いが，一般に肉

眼的lζは殆んど識別し得ない。対Id往生殖機官はイヰの下部を除いた全而に形成

されるので表面観は後者よりも小さな細胞が密集している。

皮 l習は逝'お 4~5 )習で ， 最外胞の細胞は 5~7μ の楠円状で， 色:+Jf本を含

まず 些富な制l胞質をギjしている。乙れが精子l号制胞で一般に皮層五111胞から

1~2 倒形成される (Fig. 1lc 対H主体に於いて はeril巴な部分は体の下部を除

いてはほとんど見られないが，iif層を構成している細胞庖から考ーへて，精子

IIJ細胞は雌性体や四分胞子体の表皮細胞と homologousなものであろう z
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精子母細胞は成熟すると，体のぷifiiと平行lζ，或いは傾斜したilliでくび

れ，1~2仰の粘子裂を形成する。 成熟した車lIJ子裂は 4~511 の球状， 又は稿

円状でまi端がfvxれ，乙ζから精子を放出する。
2 タYノ4ノリ (G1'aLelouρiaell iρtica HOLM.) 

雄性{本はタジパノ リの幼体として女nられている不規則な禁状で，体の目作

川

島

¥ 
へ竜一一

時剛--嶋崎、句‘規制 . 

Fig. 1-4. iil性生殖機官を主主じたl主府部 x 1100 

Fig. 1. Gr，αtelOltρla tUJ叫 lIrnYAM 

Fig. 2. Gratelollρia e/liρlica HOLM 

Fig. 3. Aeodes lallceo/ala OI<，¥M 
Fig. 4. Pachy川円lIa口lrllosa]. AG 
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々rll;k:以南iの無柄の撒状根で‘ゲ;石lζ常生している。一般に却↑主体は他の似体

lζ 比べて体の色が少し淡いが， 肉 11民的なZEは殆んどない。対[~t主生7W(搭官は体

の1-11火部， j;~p ち ~1íl:状棋の生ずる附i止を除いて， 体の同而 fC形成される。

対t性体の112 用は誌だj享く ， 長桁円形の納1)J包からなる外皮w，: は 8~lO !，，'~': あ

り，その細胞列は表面{ζ直角lζ並び，数百l叉状IC分以している。ただ表i支和i

胞は非常に利|長く ，他の外)J()1，"'':の再ILI 日包とは 明らかに区別される。~;j[~'1生生殆器

宵は外)J(h'':の細胞から形成されるが，雄tg，生殖器1き:を形成する外j交!留の細胞

はぷ而より 3~4 M 回で ， sterileな外皮胞の*HI胞と明らかに区別される。 即

ち sterileな部分の外皮殿は上述の如 く長栴円状の納I)J包からなり， 特iζ表)J(

{:1I11J包に於いては非常 Iζ細長い制l自であるが，主Ifr性生死l器宵を形成すべき外)J(

Mの剤1111包はJ?!(状lζ近く顕著な叉状lζ分以している (Fig.2)。 外ぷtMの発達子VJ

NHζ於いては sterileな部分と fertileな部分とは全く区別:1¥来ないが，)支

Mのj努述lζ従い fertil巴な部分では球状の細胞が形成され， 大きさの変化は

Fig. 5. Aeodes lallceolata OKAM の縦性

主iミFKlm72の発達過程 x600 
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あまり目立ないが，sterileな部分では長栴円状の細胞となり，特lこ点皮細胞

は特徴的な細長い細胞へと発達する。そのため，刻fo性生殖器官は衣I.H¥II胞よ

りも内部に位i冒しているが，精子l号細胞と去Jj{*fll胞とは homologousなもの
と考えられる。村子宮jの形成方法はツノレツノレと同様である。

3 フダラク (Aeodeslanceolata OKAM.) 

j"f(性休!とは雌性体に見られる様な1差点は見られないが，外形的lζは雌性

体や!JI./分胞子体と区別出来ない。上:ffi性生Y'[I!(器官は体の下部を除き全而{ζ形成

され，発達の様式はタシパノリや後述のアカハダと同様である。

主lt性体のJ!<川は利iI字く ，桁円状，またはほぼ球状の細胞からなる外皮層

は4-5層からなり， 表而!ζ直角に並び，数回叉状lζ分自主している。 表皮細

胞はタジパノリと同様iC*JII長く ， 他の外l支町jの細胞とは明らかに区別され

る。 t;!g性生勉.部?守を形成する外政府の京[11胞列は表而より 3-4 l1'~，:目あたりで

sterileな外Jj{} !，~i の細胞子IJ と明らか lζ区別される 即ちsterileな部分の外及'

Mの細胞は楕円状lζ近く大型であるが，fertileな部分の外皮g{iの細胞は球状

に近く ，小型で，細胞数も多く ，明らかな叉状分岐が認められる (Fig.3)。

対t性生F凶器宵の形成初期では sterileなmi分の外皮庖と fertileな郎分
の外jj{層とは全く区別出来ないが (Fig.5-A¥， Jj{層の発達と共lζ fertileな

部分では球状の細胞が形成され (Fig.5-B)，大きさの変化はあまり目立たず，

次第!と顕著な叉状を示し，細胞数が増加するのに対し，steri 1巴な部分では楕

円状の細胞が形成され，部(はあまり多くならないが，次郎l乙大型になる。

乙れと同時lζsterileな部分の表Jj{細胞は特徴的な細長い細胞へと発達する

(Fig.5-C)。 そのため，fertileな部分と sterileな部分の細胞列とでは，細胞

数において前者の方が2-3悩多いが， 各細胞が小型であるため， 対f'性生殖

器官は表皮細胞よりも内郎lζ'位置している (Figs.3， 5一D)o 精子裂の形成方

法はツノレツノレ及びタ シパノリと問機である a 、

4. アカハダ (PachyrneniacaY1'lQsa ]. AG.) 

本邦lζ於いて Hアカハダ"とH子ぶ紅諜は古:森県大間附近産のものについ

て遠藤博士が Pachymeniacarnosa l AG.と同定されたものであるa 筆者が

観察した雌性体は大間産の乾燥標本である。

ま<<d主体は仙の個体と肉眼的lこ区別するととは出来ない。雄性生殖器官は

体の下部を除いた両国lζ形成され，その発達過程はタンパノリやフダラクと

同様なものと考えられる。皮層はタシノ〈ノリと同隊長だj享く ，長崎円状の組l
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胞からなる外皮 j刊は 1O~12 府あ り ， との細胞子IJは表而lζ斑fijIζ並び， 叉状

lζ分岐している。また表皮細胞は非常lζ細長く ，他の外)JzJ7iの古!日胞とは明ら

かに区別される。総性生殖器官を形成する外皮屈の細胞は表而より 2~3 府

で分化している。 ζれらの fertileな細胞はタ γパノリやブダラクと異なり

sterileな外淡町jの前[J)J包とはほとんど区別しliltいが，t.1ii性生FHIllfEi宵は表皮細胞

よりも内f'，f5I c f:iI:円している点ではタシパノリやフダラクと同じである (Fig.
4)。また村子l可制11胞と表皮細胞とは homologousなものと三Jjえられるが， 乙

の点ではタジパノリとよく似ているω 村子うたーの形成方法はl泊三[:の 3精とまっ

たく同じである。

Resume 

The male r巴productiveorgans of GratelouPia tu.rlttur/.l Y八M.，Gratelo!ψla 
elliptica HOLM.， Aeocles lanceolata OKAM.， and Pachy川 eniacal7lOsa J. AG. <Ire 
represented by the peculiar charact巴rgiven as follows. 

1. Gratelo!ψia tllrlltwμYAM.-The outer cortex is composed of only a few 
rows of globose cells. The surface layer of the male thalllls is the spermatangial 

mothe1'.cells， which are borne from th巴 lastglobose cell of each cortical 1'ow (Fig 

1). 1t seems that the spermatangial mother-cell homologizes with the surface cell 

of the tetrnsporic and cystocarpic plants 

2. Grateloutia ellittica HOLMー 1na section of f巴rtile region of the mal巴

thallus it can be seen that the ollter cortex is occllpi巴dby the cell-1'olVs of t¥VO 

types: one type is composed of the rows of rather oblong vegetative-c巴IIs，and 

these rows are te1'minated by a si口gl巴巴longat巴dcel1; the other type consists of 

the rows of small globose-cells， and these 1'ows are de1'ived from the cortical cel1 

of th巴 thi1'dor fourth lnye1' from the surface， and are terminated by the pairs of 

spermatangial mother-cells. The spermatangial mother-cell is homologous with th巴

sterile sllrface c巴11，but lies in the second layer from the surface of st巴rilecell-row 

(Fig. 2) 

3. Aeocles lal1ceolata OKAM.-The outer cortex is composed of the c巴l1-1'ows

of two types as in G. ellψtzca; one ty p巴 isth巴 rowsof rath巴rglobose large cells， 
while th巴 otheris the small globos巴 cells. Th巴 latter1'ows are derived from the 

co1'tical c巴IIof the thi rd 01' fou rth lay巴l' from the su rfac巴， and are terminated by 

th巴 sp巴1'matangialmother-cel1s. These rows consist of flve or six layers， bllt the 

spermatangial mother-cells are situated at th巴secondlayer from the surface of ste1'ile 

cell-ro¥Vs (Fig. 3). 

4. Pachymenia cartlosa J. AG.-The ollter co1'tex consisls of th巴 cell-ro¥Vsof 
t¥Vo types as in G. elliptica; one type is thc rows of oblong cells， while the otheJ 

is rather globose cells. The former rows are term日latedby a single elongated cell 

The latter roll'S are derived f1'o111 the cOrlical cell of second or third layer fro111 

the sllrface， and these rows are terminated bv the single or pairs of spermatangial 
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mother-cells. The sp巴rmatangialmother-cell is homologous with the 5t巴rilesurface 

cell， but lieδnear the bas巴 ofth巴 surface cell (Fig. 4) 
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小石]と着生するマリモ属植物の附着器官

阪井!#志雄日 ・根 本幸人4

Y. SAKAI and S. ENOMOTO: Attaching organ of a species 

of Aegagropila gro¥Ving on small stones 

マリモ属植物 (Aegagroρila)は多くの場合話形集団を形成し， 又或る

ものは，湖底等lとマッ ト状tζひろがり，いわゆる マット 状集団を形成するも

のである。その訟団形成{ζ関して，発生初期lζは，他の回形物 (主として牒)

[ζ附着したものが，それを核として，日記は又，後に遊離して趨形集団と成る

との説がある (西村 ;1923， p. 106.岡田 ;1938， p. 792t 又他物lζ附着して

いる状態を写真で示したものもある (WAERN; 1932， Figs. 2， 3， 4)が着生の

ための附着器官 !と関しては殆んど記I1えもされず，又， 図も与えられていな

。、
'
uv 

筆者等は昭和 33年 8刀及び 34i~二 10 刀の 2 凪 ， 北泌道文化財保護委員

会の依l属により 山田教授を長とし， 阿米fi胡の特別天然記念物マリモ (Aega

groρila saute7' i ) の調査を行なった際， 同湖水中より 小石 (小角T~巨) ， 木片等

に若生している マリモ属植物を採集したので，ととにその着工生の状態等を報

レ ム ヲ

主主3 令。

採集地点はマリモの生育場所として知られているテクノレイや， キネタ ン

守 北海道大学座学部杖i物学教室
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